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４
月 

別
名 

卯
月
（う
づ
き
）、
建
巳
月
（け
ん
し
げ 

 

つ
）、
孟
夏
（も
う
か
）な
ど
。
卯
月
は
卯
の
花
月
と
も
い

う
。
桜
が
散
っ
た
後
は
、
余
り
の
月
、
余
月
、
桜
花
が
な

い
月
、
陰
月
と
も
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。 

『四
月
の
花
』 

桜
、
タ
ン
ポ
ポ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
す
み
れ
、
片
栗
、 

坐
禅
草
、
蓮
華
、
春
蘭
、
熊
谷
草
、
山
吹
、
木
瓜
、 

一
輪
草
、
花
水
木(

ハ
ナ
ミ
ズ
キ)

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ペ
チ
コ
ー
ト
水
仙 

 

 
 

 
 

 
 

 

『四
月
の
言
葉
』 

『エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
』か
つ
て
は
四
月
一
日
を
新
年
と

し
て
春
の
祭
り
を
開
い
て
い
た
の
を
、
十
六
世
紀
フ
ラ

ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
九
世
が
新
年
を
一
月
一
日
に
改
め
ま

し
た
。
人
々
は
こ
れ
に
反
発
し
て
四
月
一
日
を
『う
そ

の
新
年
』と
し
て
お
祭
り
を
し
た
の
が
い
わ
れ
と
か
。
シ

ャ
ル
ル
九
世
は
憤
慨
し
、
『う
そ
の
新
年
』を
祝
っ
て
い

た
人
を
片
っ
端
か
ら
処
刑
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
う
そ
を
つ
い
て
よ
い
と
い
う
い
わ
れ
は
不
明

で
す
。 

『清
明
』全
て
の
も
の
が
清
ら
か
で
生
き
生
き
と
す
る

こ
ろ
の
こ
と
。
若
葉
が
萌
え
、
花
が
咲
き
、
鳥
が
歌
い

舞
う
、
生
命
が
輝
く
季
節
で
す
。 

『イ
ー
ス
タ
ー
』イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
日
。

春
分
を
過
ぎ
て
最
初
に
訪
れ
る
満
月
の
、
次
の
日
曜
日

で
す
。
今
年
は
四
月
十
六
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
同
じ
く
ら
い
に
大
切
に
し
て
お
祝

い
し
ま
す
。 

『雨
前
茶
』清
明
の
四
月
四
、
五
日
前
に
摘
ん
だ
茶
葉

を
「明
前
茶
」、
清
明
の
こ
ろ
に
摘
ん
だ
も
の
を
「雨
前

茶
」 

『小
楢
』雑
木
林
の
代
表
的
落
葉
広
葉
樹
、
薪
や
木
炭

に
な
り
、
村
の
暮
ら
し
を
支
え
て
来
ま
し
た
。
春
は
若

葉
が
萌
え
、
花
を
咲
か
せ
、
秋
は
ど
ん
ぐ
り
を
実
ら

せ
ま
す
。 

 



 
下
野
の
三
毳
（み
か
も
）の
山
の
小
楢
の
す 

ま
妙
（ぐ
わ
）し
児
ろ
は
誰
が
笥
（け
）か
持
た
む 

(

下
野
の
三
毳
山
に
生
え
る
小
楢
の
様
に
美
し
い
あ
の

子
は
ど
ん
な
男
を
夫
と
し
て
笥
を
持
つ
の
だ
ろ
う) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（万
葉
集
巻
十
四
・
三
四
二
四) 

『穀
雨
』穀
物
を
潤
す
春
の
雨
が
降
る
こ
ろ
の
こ
と

を
い
う
。
こ
の
季
節
の
終
わ
り
に
、
夏
の
始
ま
り
を

告
げ
る
八
十
八
夜
が
訪
れ
る
。 

 
 

春
の
雨
の
名
前 

 

瑞
雨 

 
 

穀
物
を
育
む 

 
 

甘
雨 

 
 

草
木
を
潤
す 

  

春
霖 

 
 

春
の
長
雨 

 
 

催
花
雨 

 

早
く
咲
い
て
と
花
に
促
す 

  

菜
種
梅
雨 

菜
の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
降
る 

『五
風
十
雨
』五
日
に
一
度
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
雨

が
降
る
よ
う
な
順
調
な
天
気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
転
じ 

て
世
の
中
が
平
穏
無
事
と
い
う
意
味
も
あ
る
。 

                    
 

 
 

 

ホ
ト
ケ
ノ
ザ  

『四
月
の
暦
』 

 

一 

日 
 

新
学
年
、
新
会
計
年
度
、
親
鸞
聖
人
誕
生
会 

エ
ー
プ
リ
ル
フ-

ル 

 
 

四 

日   

清
明 

六 

日  
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（十
五
日
ま
で
） 

  

七 

日  
 

法
然
上
人
誕
生
会
、
世
界
保
健
デ
ー
、 

戦
艦
大
和
撃
沈
（一
九
四
五
年
） 

 
 

八 

日 
 

花
ま
つ
り
、
灌
仏
会 

 
 

十 

日 
 

婦
人
週
間
（十
六
日
ま
で
） 

十
一
日 

 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日 

 
 

十
二
日 

 

世
界
宇
宙
旅
行
の
日 

十
三
日 

 

巌
流
島
の
決
闘
（一
六
一
二
年
） 

 
 

 
 

 
 

啄
木
忌 

十
八
日 

 

発
明
の
日 

 

二
十
日 

 

穀
雨
、
郵
政
記
念
日 

二
十
九
日 

 

昭
和
の
日 

三
十
日 

 
荷
風
忌 

   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
四
月
二
日
（日
） 

三
、
休
診
の
お
知
ら
せ 

四
月
二
十
六
日(

水
曜
日
、
午
後) 

四
月
二
十
七
日(

木) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
、
第
４
回
文
化
講
演
会(

三
月
十
七
日) 

『キ
リ
ス
ト
教
は
ど
ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
の

か
』 

講
師
は
、
高
崎
市
日
高
教
会
牧
師 

中
村
孝
志
先
生
で
し
た
。 

ま
と
め(

箇
条
書
き) 

１ 

キ
リ
ス
ト
教
で
使
っ
て
い
る
聖
書
は
、
キ
リ 

 

 
 

ス
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

２ 

人
生
の
案
内
書
で
あ
り
、
た
ま
し
い
の
食
べ  

物(

こ
れ
が
な
い
と
た
ま
し
い
が
死
ん
で
し

ま
う)

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
希
望
と
平
安
が

与
え
ら
れ
ま
す
。 

３ 

旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
が
あ
り
ま
す
。

｢

約｣

と
は
神
と
人
と
の
『契
約
』の
意
味
で

す
。｢

訳｣

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
。 

４ 

旧
約
聖
書
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
と
結
ん
だ

契
約
が
記
さ
れ
て
い
て
、
紀
元
前
１
４
０
０



年
か
ら
前
４
０
０
の
間
に
書
か
れ
た
３

９
巻
の
書
物
。
言
語
は
、
へ
ブ
ル
語
、
一

部
は
ア
ラ
ム
語
。 

５ 
新
約
聖
書
は
、
神
が
全
人
類
と
結
ん

だ
契
約
で
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
だ
れ
で
も
救
わ
れ
て
死

後
も
生
き
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
エ
ス
の
生
涯
と
そ
の
弟
子
た
ち
の

伝
道
記
録
と
手
紙
に
よ
る
２
７
巻
か
ら

な
り
ま
す
。
紀
元
５
０
年
～
１
０
０
年

こ
ろ
に
書
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
前
不
詳 

 
 

 
 

 
 

 
 

６ 

キ
リ
ス
ト
教
は 

神
、
罪
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救
い
、
信
仰 

の
四
つ
の
要
点
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

神 

創
造
主
＝
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
作
ら
れ

た
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
支
配
し
て
い
る

が
、
そ
の
本
質
は
人
間
を
愛
し
て
お
ら
れ

る
方
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

罪 

し
か
し
人
は
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し 

 

 

た
。
ア
ダ
ム
が
禁
断
の
木
の
実
を
食
べ
て
し

ま
い
神
さ
ま
か
ら
そ
の
こ
と
を
隠
そ
う
と

し
ま
す
。
見
つ
か
る
と
イ
ブ
の
せ
い
に
し
ま

す
。
イ
ブ
は
蛇
の
せ
い
に
し
ま
す
。
こ
の
他

に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
罪
が
聖
書
に
は
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
罪
を
犯
し
て
神
か
ら
離
れ

た
人
は
必
ず
死
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
で
は
こ
の
罪
に
よ
る
死
か
ら
救
わ
れ
る
方 

   
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救
い 

    

神
さ
ま
は
人
を
罪
か
ら
救
っ
て
あ
げ
た
い 

と
願
っ
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
と
人
と
の
仲 

介
者
と
し
て
、
神
さ
ま
の
子
供
で
あ
る
イ 

エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
世
に
送
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。
こ
の
世
の
人
た
ち
が
自
分
の
犯
し 

た
罪
で
当
然
死
ぬ
べ
き
と
こ
ろ
を
、
イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト
が
身
代
わ
り
に
な
っ
て
十
字
架 

に
か
か
っ
て
死
ん
で
く
れ
て
、
罪
あ
る
こ
の 

世
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
死
か
ら
救
わ
れ 

る
と
い
う
教
え
で
す
。 

で
は
、
ど
う
し
た
ら
イ
エ
ス
様
か
ら
救
い 

と
豊
か
な
命
が
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う 

か
？ 

信
仰 

キ
リ
ス
ト
が
こ
の
様
な
お
方
で
あ
る

こ
と
を
信
じ
て
、
罪
多
き
自
分
を
悔
い

改
め
、
自
分
も
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
よ
う

な
生
き
方
を
し
て
行
こ
う
と
す
る
決
心

を
信
仰
と
呼
び
ま
す
。(

新
約
聖
書
に

は
イ
エ
ス
様
の
言
葉
や
行
動
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す) 

 
 

五
、
第
５
回
文
化
講
演
会
お
知
ら
せ 

キ
リ
ス
ト
教
は
何
を
教
え
て
い
る
の
か
？ 

講
師 

高
崎
日
高
教
会 

中
村
孝
志
牧
師 

第
２
回 

 

『聖
書
が
教
え
る
人
間
と
は
』 

期
日 

四
月
二
十
一
日(

金)

午
後
七
時
か

ら 会
場 

秋
山
医
院
待
合
室 

ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
。
内
容
は
多
少
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
質
問
歓
迎
し
ま
す
。

全
５
回
の
予
定
で
す
。 

  



 
六
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

七
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

八
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/ 

          

朧
お
ぼ
ろ

月
夜 

 
 

 

作
詞 

高
野
辰
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
曲 

岡
野
貞
一 

 
 

 

一
、
菜
の
花
畠
に 

入
日
薄
れ 

 
 

見
わ
た
す
山
の
端 

霞
ふ
か
し 

 
 

春
風
そ
よ
ふ
く 

空
を
見
れ
ば 

 
 

夕
月
か
か
り
て 

に
ほ
ひ
淡
し 

 

二
、
里
わ
の
火
影
も 

森
の
色
も 

 
 

田
中
の
小
路
を 

た
ど
る
人
も 

 
 

蛙
の
な
く
ね
も 

か
ね
の
音
も 

 
 

さ
な
が
ら
霞
め
る 

朧
月
夜 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
三
年
） 

 
 

 
作
詞
の
高
野
辰
之
と
作
曲
の
岡
野
貞
一
コ
ン
ビ
は
こ
の 

他
に
も
優
れ
た
唱
歌
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
。 

 
 

『春
が
来
た
』（明
治
四
十
三
年
）『日
の
丸
の
旗
』（同
四 

十
四
年
）『紅
葉
』（同
）『春
の
小
川
』（大
正
元
年
） 

『
朧
月
夜
』『故
郷
』（同
三
年
） 

『
冬
の
夜
』『冬
景
色
』も
こ
の
二
人
の
作
品
と
考
え
ら 

れ
て
い
る
。 

『
里
曲
（さ
と
わ
）』は
里
の
辺
り
の
意
味
、
『火
影
（ほ
か 

げ
）
』
は
家
々
の
明
か
り
の
こ
と
。 

岩
波
書
店
『唱
歌
・童
謡
も
の
が
た
り
』読
売
新
聞
文
化
部 

参
考 

 

け
ん
こ
う 

（九
十
一
） 

花
粉
症
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

今
年
も
つ
ら
い
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

花
粉
に
つ
い
て
参
考
に
し
自
分
な
り
の
対
処
対
策
を

立
て
て
く
だ
さ
い
。  

一
、 

花
粉
症
と
は
？ 

   

①
体
内
に
侵
入
し
た
花
粉
に
対
し
て
、
体
が
過
剰

な
反
応
を
起
こ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

   

②
花
粉
が
飛
散
す
る
季
節
に
症
状
が
出
現
す
る
。 

③
原
因
と
な
る
植
物
は
様
々
で
す
。 

④
ス
ギ
花
粉
が
約
７
割
を
占
め
ま
す
。 

⑤
花
粉
症
の
患
者
は
増
加
し
て
い
る
。 

１
６
．
２
％
（１
９
８
８
年
） 

２
６
．
５
％
（２
０
０
８
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
、
花
粉
症
の
現
状 

①
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
あ
る  

月曜 お酒の一気飲みはやめよう！ 

火曜 保険が使える禁煙治療 

水曜 入れ歯をご利用のあなたへ 

木曜 舌苔 

金曜 噛むと歯が痛い 

土日 歯の処置後の痛みについて 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


②
患
者
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
る 

 
（
１
０
年
で
１
・５
倍
） 

③
ス
ギ
花
粉
症
が
最
も
多
い
（２
６
％
）  

④
猛
暑
の
翌
年
に
多
い 

⑤
飛
散
量
が
多
く
な
る
と
新
た
に
発
症
す
る 

 
 

 
 

人
も
増
加
す
る 

三
、
な
ぜ
花
粉
症
は
増
加
し
て
い
る
の
か
？ 

①
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
の
増
加 

②
累
積
患
者
数
が
増
加
（自
然
治
癒
が
少
な

い
） 

③
体
質
の
変
化
（食
生
活
や
衛
生
環
境
の
変 

化
）  

四
、
原
因
花
粉
の
季
節
・地
域
的
変
化 

 

①
春 

（樹
木
花
粉
）  

 
 

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
バ  

 

②
夏 

（イ
ネ
科
草
木
花
粉
）  

 
 

カ
モ
ガ
ヤ
、
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ

ッ
ポ
ウ  

③
秋 

（雑
草
木
花
粉
）  

 
 

ブ
タ
ク
サ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
、
ヨ
モ
ギ 

 

④
地
域
的
に
は
、  

 
 

本
州
か
ら
九
州 

 

ス
ギﾞ

花
粉
、 

北
海
道 

 
 

 
 

 

シ
ラ
カ
ハﾞ

花
粉
が
多
い 

五
、
症
状 

 
 

①
鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状  

 
 

 

３
主
徴 

 

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り  

 
 

②
眼
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状  

 
 

 

掻
痒
、
眼
瞼
結
膜
充
血
、
流
涙
、
異
物
感 
 

 
 

③
全
身
症
状  

 
 

 

全
身
倦
怠
、
熱
感
、
寒
気
、
頭
痛
、
め
ま
い 

六
、
診
断
・検
査 

１
．
問
診 

 

２
．
鼻
鏡 

 

３
．
皮
膚
テ
ス
ト
（皮
内
反
応
）  

４
．
血
液
検
査
（Ｉ
ｇ
Ｅ
の
増
加
）  

５
．
鼻
汁
・涙
液
中
の
好
酸
球
検
査
（増
加
）  

６
．
誘
発
試
験 

 

七
、
治
療
方
針 

薬
物
療
法  

 
 

 
 

初
期
治
療
と
し
て
、
予
測
さ
れ
た
花
粉
飛
散 

開
始
日
の
２
週
間
前
か
ら
、  

     
１
．
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬 

２
．
ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー 

遊
離
抑
制 

３
． 
抗
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
薬 

を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
季
節
初
期
の
症
状 

が
良
く
抑
え
ら
れ
る
。 

 
 

 

手
術
療
法 

１
．
鼻
粘
膜
焼
灼
手
術 

 
 

レ
ー
ザ
ー
焼
灼 

  
 

 
 

２
．
鼻
腔
整
復
手
術 

 
 

 
 

 
 

 

鼻
中
隔
彎
曲
症
の
整
復 

 

３
．
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法 

①
皮
下
注
射 

②
舌
下
免
疫
療
法  

花
粉
の
回
避 

１
．
花
粉
情
報
に
注
意
す
る
。 

２
．
飛
散
の
多
い
日
は
外
出
を
控
え
る 

３
．
窓
、
戸
を
閉
め
て
お
く 

４
．
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
、
帽
子
の
使
用 

５
．
帰
宅
し
た
ら
、
洗
顔
、
う
が
い
、
鼻
を
か 

 

 
 

む 
 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
三
十
七
） 

 



鉛
筆 

 ◇
字
を
書
く
の
は
鉛
筆
に
限
る
、
と
い
う
の
が
私
の

信
条
で
す
。
た
だ
し
、
少
し
ば
か
り
質
の
良
い
芯
じ

ゃ
な
い
と
滑
り
が
悪
く
て
気
に
入
り
ま
せ
ん
。
こ
ど

も
の
こ
ろ
に
は
砂
が
混
じ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
じ
ゃ

り
じ
ゃ
り
し
た
り
、
折
れ
や
す
い
の
が
あ
り
ま
し
た

が
最
近
の
も
の
は
実
に
よ
く
手
に
な
じ
み
ま
す
。
こ

ど
も
の
こ
ろ
、
た
し
か
１
本
五
円
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

 ◆
芯
の
良
し
あ
し
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
木
の
部
分 

も
材
質
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
気
持
ち
よ
く
削 

れ
る
も
の
と
ナ
イ
フ
が
引
っ
か
か
っ
て
で
こ
ぼ
こ
に
し
か 

削
れ
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
し
た
。
鉛
筆
削
り
は
大
好 

き
だ
っ
た
の
で
、
一
時
間
で
も
百
本
で
も
続
け
て
削
っ
て 

い
ら
れ
れ
ば
飯
も
要
ら
な
い
く
ら
い
で
し
た
。 

◇
鉛
筆
の
芯
を
先
端
の
方
向
に
徐
々
に
細
く
し
て
い
く

と
き
の
力
の
入
れ
方
・抜
き
方
加
減
は
、
そ
の
後
、
外

科
医
者
と
な
っ
た
と
き
の
胃
腸
の
癒
着
剥
離
の
時
に
役

立
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
鉛
筆
を
削
れ
な
い
子

ど
も
が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
こ
の
様
な
訓
練
は
一
生
の

ど
の
時
点
で
や
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
日
本
人
の

器
用
さ
が
今
後
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
保
証
さ
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
は
日
本
の
よ
き
伝
統
・技
術
に

に
お
ん
ぶ
し
て
乗
り
切
っ
て
来
た
日
本
も
、
伝
統
・技

術
が
断
絶
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
近
未
来
、
不
安
を
感

じ
ま
す
。 

◆
田
舎
の
小
さ
な
地
域
で
鉛
筆
削
り
を
自
慢
し
て
い

た
わ
た
し
で
し
た
が
、
大
学
に
入
る
と
、
も
っ
と
す
ご
い

人
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
鉛
筆

削
り
の
繊
細
さ
は
言
う
に
及
ば
ず
、
驚
い
た
こ
と
に
は
、

小
学
生
の
と
き
、
ク
ラ
ス
全
員
の
鉛
筆
を
削
っ
て
ま
わ
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
絵
も
彫
刻
も
先
進
病
院
の
設
計
図

ま
で
プ
ロ
並
み
に
引
け
る
人
な
の
で
、
『医
者
も
や
れ
る

芸
術
家
』と
言
う
表
現
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
。 

◇
医
院
で
一
緒
に
働
い
て
い
る
職
員
た
ち
も
、
手
動
、

電
動
の
鉛
筆
削
り
器
の
時
代
に
育
っ
た
方
々
で
、
わ
た

し
が
鉛
筆
を
ナ
イ
フ
で
削
っ
て
い
る
と
「ほ
う
・・・」と
感

心
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
は
私
の
方
こ
そ
驚
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
私
が
う
れ
し
そ
う
に
削
っ
て
い
る
と
思
っ
た
か
、

事
務
室
か
ら
『ハ
イ
、
こ
こ
に
も
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
』
と

鉛
筆
数
本
を
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
『孝
行
』し
た
と

思
っ
て
い
る
。 

『ボ
ク
は
鉛
筆
削
り
を
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
っ
』 

と
困
っ
た
そ
う
に
い
い
な
が
ら
受
け
取
る
。
実
は
内
心

ホ
ク
ホ
ク
で
時
間
が
許
さ
れ
る
こ
と
な
ら
、
午
後
は
休

診
に
し
て
、
鉛
筆
削
り
だ
け
や
っ
て
い
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木
五
倍
子(

キ
ブ
シ) 

 
 

 
 

 
 

 
 



 
 

聴
診 

 

◆
学
生
時
代
、
理
想
と
す
る
教
授
が
一
人
お
ら
れ

た
。
白
髪
、
黒
縁
メ
ガ
ネ
、
白
衣
、
静
か
な
口
調
と

物
腰
の
柔
ら
か
さ
で
い
か
に
も
『教
授
』然
と
し
た

先
生
で
、
当
時
は
年
々
患
者
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

た
結
核
が
専
門
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
先
生
に
師
事

し
た
い
も
の
と
決
心
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

◇
黒
板
に
は
毎
回
、
肺
の
図
と
、
結
核
菌
が
最
初

に
巣
食
う
部
位
の
図
か
ら
始
ま
り
、
病
気
の
進
行

に
伴
っ
た
変
化
の
図
が
丁
寧
に
描
か
れ
た
。
学
生
た

ち
は
そ
れ
を
熱
心
に
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
て
写
生

記
録
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

◆
ポ
リ
ク
リ
と
い
っ
て
、
医
学
生
が
数
人
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
指
導
医
か
ら
臨
床
場
面
で
実
際
の
診

察
方
法
を
学
ぶ
訓
練
が
あ
る
。
私
は
い
つ
も
後
ろ
の

方
へ下
が
っ
て
い
て
人
の
隙
間
か
ら
の
ぞ
き
こ
ん
で
い

る
こ
と
が
常
だ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

教
授
の
診
察
場
面
で
あ
っ
た
。 

◇
と
つ
ぜ
ん
、
重
く
鋭
い
叱
声
が
先
生
の
ほ
う
か
ら

発
せ
ら
れ
、
空
気
が
ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
。
先
生
の

前
で
椅
子
に
座
っ
て
い
た
５
０
歳
台
の
男
性
が
先
生

の
前
で
頭
を
下
げ
て
固
く
な
っ
て
い
た
。 

 

 

◆
あ
れ
か
ら
４
０
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
外
来
診
療

で
は
肺
の
聴
診
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
時
々
に
、

い
ろ
い
ろ
な
聴
診
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
想
い
出
さ
れ
る
。
聴

診
機
会
が
少
な
い
あ
る
科
の
先
生
が
、
健
診
に
出
か
け

聴
診
器
を
渡
さ
れ
た
が 

『さ
て
ど
う
す
る
ん
だ
っ
た
か
？
』 

と
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
聴
診
器
で
首

を
挟
ん
で
先
端
の
膜
の
部
分
を
受
診
者
の
胸
に
当
て
て
、

｢

フ
ム
フ
ム
・・・｣ 

と
や
っ
て
い
た
ら
、
看
護
婦
さ
ん
か
ら 

『こ
の
二
つ
の
先
は
、
耳
の
穴
に
入
れ
る
の
で
す
よ
』 

た
し
な
め
ら
れ
た
と
か
。 

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
私
に
は
や
は
り
学
生
時
代
の
あ

の
ポ
リ
ク
リ
の
場
面
が
い
つ
も
想
い
出
さ
れ
る
。  

 
 

 
 

竹
沼
で
、
木
瓜(

ボ
ケ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
『息
を
吸
っ
て
ぇ
・・・・ハ
イ
、
吐
い
て
下
さ
い
』 

と
言
っ
た
と
き
に
、
ま
と
も
に
、
ハ
ァ
ー
っ
と
息
を
吹
き

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。 

相
手
が
子
供
の
と
き
に
は
、 

『息
を
吐
く
と
き
は
横
を
向
い
て
吐
く
方
が
い
い
ね
』 

と
諭
す
が
、
大
人
に
対
し
て
は
我
慢
を
し
て
、
次
の
息

で
は
う
ま
く
身
を
か
わ
し
て
や
ろ
う
と
身
構
え
て
い
る
。 

あ
の
時
、
常
識
は
ず
れ
だ
っ
た
と
は
い
え
、
身
を
小
さ

く
し
て
恐
縮
し
て
い
た
患
者
さ
ん
の
い
た
た
ま
れ
な
さ

を
、
味
わ
わ
せ
た
く
な
い
思
い
か
ら
か
な
・・・？ 

◆
そ
の
教
授
の
門
を
叩
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
輩
の

勧
め
で
外
科
学
教
室
に
入
っ
た
。
二
十
年
余
で
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
業
し
た
が
、
い
ま
で
も
、
あ
の
老
教
授
の
こ
と

を
想
い
出
す
。
年
を
数
え
て
み
れ
ば
、
当
時
の
教
授
の

年
齢
を
と
っ
く
に
越
え
て
い
る
で
は
な
い
か
！ 

な
ら
ば
、
少
し
大
人
っ
ぽ
く
振
る
舞
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
先
生
への
あ
て
つ
け
に
は
な
る
ま
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


